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86

費用合計

0.07

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.07

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

１　放水、煙道、救急、地震などの体験ができる「少年消防クラブ消防学校１日入校」に
参加させる。(小学5.6年生対象）
  ○開催回数：年１回　○開催場所：愛知県消防学校（尾張旭市）　○参加人員：市内１６
小学校各２名　○主催：全国少年消防クラブ運営指導協議会愛知県支部
２　秋季・春季火災予防運動に伴う市内防火広報に参加させる。（平成１７年度から実
施）(小学4.5.6年生対象）
　○実施回数：秋季・春季各１回　○実施場所：市内大型物品販売店舗　○参加人員：
秋季・春季各４名　○主催：小牧市消防本部
３　少年消防クラブの会報誌を作成し、市内小学校に配布する。（年２回・２１年度から実
施）(小学4.5.6年生対象）

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

市内小、中学校のクラブ員に対し、消防についての関心と知識を深めさせる。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 1

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

消防・救急

9

名称：

5 2

4‐1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

少年・婦人消防クラブ活動事業

311

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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事務事業名
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コ
　
　
ス
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461

100.0

461

その他財源

86

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.07

461

0

0

担当係

事業類型

火災予防対策を充実する

一般会計

地域住民組織

375375 375

Ｈ22決算額

192

0

461

0.00

対前年比

予防課

予防係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

少年消防クラブ員の消防に関する関心と知識の欠如により火災等に対する関心が薄
れ、火遊び等の火災件数が増加する。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

現行の事業を継続し、消防に関する関心及び知識を少年消防クラブ員に持ってもらえる
よう、広報誌等のより一層の充実を図る。

２１年度より、各行事に参加した少年消防クラブ員の様子及び感想文をまとめた会報誌
を作成、市内小学校に配布し消防に関する意識の向上を図った。

消防学校１日入校開催回数

防火広報実施回数

事業目的の
達成状況

少年消防クラブ活動事業を最低人員及び費用で活動指標、成果指標の目標どおり実施
できた。

32

32

防火広報参加人数 人
8

8

2 2

1

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

消防学校１日入校参加人数

活
動
指
標

活動指標名

H21

8

32

2

32

88

32

2

H23

1

H22

H23H22

1

2

11

判　　　定

H21

回

回


	シート

